
■減化学農薬・減化学肥料、地域循環農業に取り組んだきっかけ
CSAという「地域で互いに支え合う農業」という理念が、野菜を育てるだけでなく、東京ならではの都市農業の発信、人と
農業を結びつけ、地域振興にも繋がると考えたから。

■取り組みの効果
消費者が生産者に代金を先払いし、一定の期間を通して収穫した野菜を渡すことにより、生産者は安定した収入による
持続的経営、消費者は安心安全な新鮮野菜が毎月届くだけでなく、生産者との信頼関係や農業体験で野菜の知識が
増える。

■今後の取り組みについて
今年から水耕栽培と魚の養殖を合わせた「アクアポニックス」という循環型農業の取組を都内水族館と協力して開始した。
消費者への環境学習の場となり、最終的には魚が育てた野菜という事で、水族館のレストラン等で売り出したいと考えてい
る。

東京繁昌農園（東京都青梅市）

【生産概要】（令和４年産）
経営面積 1.４ha
栽培品目 カラフル野菜、江戸東京野菜、各地の伝統野菜、２００品種以上
労働力 本人、従業員１名、援農ボランティアを１週間に２・３回利用

【販売概要】個人宅配（ＥＣサイト利用）、CSAの取組（青梅市、港区）、
CSA LOOP（立川市）、マルシェ

【取組内容】青梅市の４農家での岩蔵野菜のCSAの取組に加えて野菜の受渡
時に堆肥コンポストを消費者から受け取り生産者が利用すると
いう循環型農業にも取り組んでいる。
2018年東京都エコ農産物認証取得。2021年東京都GAP認証取得。

所在地：東京都青梅市富岡3-1050-7
電話番号：080-5406-7654 HPアドレス：https://www.hanjo-farm.com
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